




NPO（非営利組織）は無償奉仕ではありませ
ん！

　NPOは「非営利組織」と訳されます。「
非営利」とは、組織で得た収益の余

剰分を会員（社員）に分配せずに、組織の
活動費用に充てることを言います。

ただ、非営利という言葉のイメージや、
NPOとボランティアの関係性を曖昧

に理解されることもあり、未だに「非営利
＝無償奉仕」と捉えている人も多い

ように感じます。組織として社会課題に
取り組むためには収益を上げてその

活動を継続的に行う必要があります。そ
こで、今回の特集は「非営利で稼ぐ」

をテーマに事業型NPOとして“稼ぐ”モデ
ルケースをスタッフが取材しました。
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2 017 年度東海ろうきん

子どもの未来応援寄付金

特定非営利活動法人

くわな発達支援塾

　当法人は、軽度発達障がいがあり、小学校で勉強や運動、コミュニケーションにつまずき
のある子どもの特性に合わせた指導をおこなう支援塾です。
　療育の場が少ない現状において、子どもの支援の場を少しでも増やしたいとの思いで、心
理士や教員が集まり発足しました。
●教育支援事業
　個々人に合った学習支援や運動支援、社会性の形成支援などを行っています。講師は、現
役のスクールカウンセラーや小学校支援員、保健体育教諭で全員が心理資格（臨床心理士、
学校心理士など）を持つ専門家です。特別な教育的ニーズを求める子どもたちに対して、迅
速な支援が受けられる環境づくりを進めています。また、保護者に対しての相談や研修会（グ
ループカウンセリング、ペアレントトレーニング）を行うことで、家庭環境を整えることも
重視しています。
●支援・啓発事業
　ニュースレターの発行や桑名市教育委員会を通して桑名市内の小学校全児童（保護者）へ
向けたチラシ配布などを行っています。
- 成果・展望 -
　2017 年 7 月に桑名市内の小学校全児童に無料体験会のチラシを配布したところ、定員を
大幅に超える 25 名の予約がありました。この結果から、桑名市内の学校で苦戦をしている
児童はかなり存在していると思われます。支援の場を整備していくことで、子どもたちや保
護者の負担を軽減し、将来への展望を飛躍的に明るくすると思います。

2016 年 10 月 正会員 10 名 利用会員 12 名

https://www.facebook.com/kuwana.shienjuku/

080-4534-5250
npo.kuwana@gmail .com

東海労働
金庫と特定非営利活動法人

みえ NPO ネットワークセンターが
協働し、県内の「子どもの健全育成」に取り組

む市民活動団体の事業実施の一助となるよう、“東海
ろうきん「子どもの未来応援寄付金」” を実施し、多く
の団体からご応募いただきました。その中から 3 団体が
選定され、2017 年 12 月 17 日（日）弊センター主催
の「協創シンポジウム」にて贈呈式が行われました。
今回は選定された 3 団体「特定非営利活動法人　
くわな発達支援塾」「特定非営利活動法人
JAMBOF」「ホーム医療ケアプロジェ

クト」をご紹介します。

働く人の「助け合い」「支
え合い」の活動を金融面から支
援し、働く人やその家族、地域を
元気にする「生活応援運動」を社会
的使命としている東海労働金庫が、
NPO など市民公益活動団体と協
働して地域課題解決に取組む
活動の一環です。

「子
どもの未来応援寄

付
金
」
と
は
？

代表者 会員数団体設立山本 将士さん

東海ろ
うきん
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東海ろ
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ホーム医療ケア
プロジェクト

　ひとや社会とつながり、誇りを持って暮らし、一人ひとりが輝ける地域づくりを目指すこ

とを理念としています。

　障がいがあっても地域社会で暮らしていけるようにと 2016 年 9 月に任意団体「こども在

宅とリハビリテーション・ケアについて考える会」を設立しました。誰でも参加ができる勉

強会や交流会の開催をしています。また、障がいがある子どもの保護者の方と施設見学も行

いました。交流会は障がい者スポーツやバーベキュー、プラネタリウム鑑賞等の体験活動と

なっています。「できる」「楽しい」体験を通して、社会参画のきっかけとなる活動に取り組

んでいます。痰吸引や経管栄養などの医療的ケアが必要な方はご家族の方も一緒に参加して

います。

　2017 年 5 月には、より地域の中で活動していきたい想いから団体名を「ホーム医療ケア

プロジェクト」に変更して活動に取り組んでいます。

- 成果・展望 -
　障がいがある方、難病の方を支援する人たちとのつながりを深め、地域で支える基盤とな

ることを願っています。また活動の参加を通して家族で楽しく外出するきっかけづくりとな

ることを目指しています。

2016 年 9 月 10 名

0 9 0 - 5 5 3 7 - 6 7 1 7
g o y a m a 4 3 @ y a h o o . c o . j p

代表者 会員数団体設立小山　隆幸さん

特定非営利活動法人

JAMBOF（日本ミャンマー友情の架け橋）

　ミャンマー北部のカチン州ミッチーナ市を中心に、様々な交流活動や支援活動を行ってき
ました。
　2000 年から 2004 年の間に小中学校 4 校を建設しました。
　2008 年サイクロンで被災したミャンマー南部ヤンゴンで現地のボランティア団体と連携
し被災支援に取組み、破壊された小学校を新しく建設しました。
　2013 年からは孤児院の他、貧困のために公立学校へ通えない子どもたちを救済する僧院
学校を支援して、鉛筆・ボールペンを届ける運動を行っています。
　また 2016 年、ヤンゴン市に移動図書館を発足させました。ミャンマーには子ども向けの
本が少ないため、日本の絵本を送り、それを翻訳して子どもたちのもとに届けています。現
在専用車で僧院学校など６か所を巡回しています。
　また、毎年年末にはボランティアツアーを実施して、現地の青年・子どもとの交流を行っ
ています。
　地元、松阪市内等においてミャンマーフェア、ミャンマーバザールを開催し、ミャンマー
の現状や移動図書館活動の様子を広く市民に伝え、協力を呼びかけています。
- 成果・展望 - 

　私たちは移動図書館の発足以来 500 冊程、日本の絵本を届け続けていますが、今年は新
たに絵本 200 冊を送って移動図書館の蔵書を増やし、巡回場所や地域をさらに広げていき
たいと思っています。

2003 年 2 月 60 名

http://jambof.main.jp 

0598-59-1586
takemori＠mctv.ne. jp（副理事長　竹守 伸一さん）

代表者 会員数団体設立尾花 隆司さん

〒515-0101 三重県松阪市東黒部町 553
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の 話

　あらゆる年齢のすべての人の健康な生活を確保し、福祉を推進することは持続可能な開発に欠かすことができません。SDGs の目標に
あった｢幼児死亡率の引き下げ」「妊産婦の健康状態の改善」「HIV/ エイズ、マラリア、その他の疫病の蔓延防止」について着実に取り組
みの成果は出ていますが、完全に目標を達したとは言えません。SDGs ではこれらの健康や福祉に関するターゲットの他に、新たなター
ゲットも加え、｢目標 3. あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する」として目標とターゲットを設定してい
ます。
　1990 年以降、1 日あたりの子どもの死者は大きく減少しているものの、現在も毎年 600 万人を超える子どもたちが 5 歳の誕生日を迎
えることなく命を落としている現状があります。そしてこの 5 歳未満で命を落とす子どもの 5 人に 4 人はサハラ以南のアフリカと南ア
ジアで暮らす子どもたちです。
　また、妊産婦の死者数も全世界で半減しているというものの、開発途上地域の妊産婦死亡率は依然として先進地域の 14 倍にも上ります。
　そして HIV 新規感染は 2013 年時点で 2001 年水準を 38％下回っていますが、24 万人の子どもが新たに HIV に感染しています。
　健康と福祉の増進には近年著しい進歩がみられてはいますが、医療へのアクセスの不平等は残ったままです。開発途上地域では子ども
たちの命が危険にさらされているだけでなく、女性の半数が必要な医療を受けられていません。このように差別などによって人々が健康
で生産的な生活を送るために必要なサービスを受ける能力が制限されれば HIV/ エイズや疫病も蔓延してしまいます。
また、SDGs のターゲットの中には「道路交通事故による死傷者を半減させる」「薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、物質乱用
の防止・治療を強化する」なども加えられています。
　健康と福祉を得ることもすべての人に与えられた権利であるはずです。
　これら新旧の多様な健康問題に対処するためには、今後より一層の取り組みが必要になると考えられます。

　現 在 三 重 県 で は 病 院 を 始 め と し た 相 談 窓
口 で さ ま ざ ま な 依 存 症 に 関 す る 相 談 が 実 施
さ れ て い る ほ か「三 重 県 ア ル コ ー ル 健 康 障
害 対 策 推 進 計 画」が 策 定 さ れ る な ど、健 康
に関する取り組みが進められています。
地 域 で 取 り 組 ま れ て い る 課 題 の 先 に は 世 界
の課題があり SDGs の掲げる 17 のテーマと
密接に繋がっています。
　今 回 は 三 重 県 で 依 存 症 に 関 す る 取 り 組 み
を 行 っ て い る 団 体 の 中 で も 特 に 薬 物 へ の 依
存 か ら の 回 復 に 関 わ る 課 題 を 解 決 す る た め
に 活 動 し て い る「三 重 ダ ル ク」の 取 り 組 み
を紹介します。

3.すべての人に
　健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な
生活を確保し、福祉を推進する

15か所

三重の数字

三重県内には薬物依存に関する相談機関
が 15 か所あります。（病院等依存症に
関する総合的な相談機関を含む）
参照：依存症社会資源情報（三重県こころの
健康センター　平成 29 年 10 月）
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